
 

有害大気汚染物質モニタリング地点の見直しについて 

 
 
１．有害大気汚染物質モニタリングの概要と地点見直し契機 

① 有害大気汚染物質モニタリングは、大気汚染防止法第 22 条に基づき、大気汚染状

況の常時監視の一つとして、当県では平成 10 年度から測定を実施。 
② 測定対象物質は、国において健康リスクがある程度高いと考えられる有害大気汚染

物質（優先取組物質）22 物質。これまで当県では、大津市実施測定を含め、８地点

で測定を実施。 
③ 平成 25 年８月に、国が、常時監視の方法を定めた事務処理基準を改正するととも

に地点選定ガイドラインを制定。 
 
２．地点見直しにおいて環境省が全国で課題と考えた主な事項 

① 都道府県によって必要な測定が実施されていない物質がある。 
② モニタリング地点が PRTR データに基づく高濃度固定発生源近傍に配置されてい

ない場合がある。 
③ 地域状況に応じ必要十分な測定地点数で効率的なモニタリングを実施する必要が

ある。 
 
３．当県が環境省から指摘された事項 

① 人口や可住地面積から考慮した

測定地点数は最低限３地点。 
② 高濃度固定発生源が近傍にある

彦根局で測定する必要がある。 
 
４．地点見直しに係る県案 

 人口分布や地域バランス、高濃度固

定発生源を考慮して、堅田局を廃止し、

彦根局を新設する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

※全国標準監視地点・・・ 
 全国的な視点を踏まえ、大気環境の全 
般的な状況と経年変化の把握を目的に

選定される地点。 
※地域特設監視地点・・・ 
 全国標準監視地点以外で、地域の実情 
に応じた目的で選定される測定地点。 

資料５ 



 

（参考） 

 

１．事務処理基準見直し後の測定地点選定の概要 

①地点の選定 

 １）全国標準監視地点の選定・・・県全体を監視し、算定による必要数を設置。 

 ２）地域特設監視地点の選定・・・固定発生源の状況等を勘案し設置。 

 下記の事項を考慮し選定。 
 ・監視を行うことが望ましい高濃度固定発生源等 
   監視が望ましい高濃度固定発生源等が監視できていない場合、これまでの測定地点の 
  移動等。 
 ・これまでの運用状況や地域的なバランス 
  これまでの運用状況等を踏まえながら測定地点の全体数や地域的なバランスを考慮。 

 

②属性情報の付与 

  固定発生源周辺、沿道である測定地点に項目ごとに属性を付与。それ以外は一般環境。 
 
２．見直しの考え方（当県情報等を踏まえ） 

①地点の選定 

 １）全国標準監視地点の選定 
  ○全国監視地点数の必要最低限の算定（a か b の少ない方に 1/6 を乗じた数） 
   (a)人口 75,000 人当たり１つの測定局を設置 
     当県 1,417,130 人(H26.1.1) ÷ 75,000 人／地点 ＝ 18.9 地点 
   (b) 可住地面積 25km2当たり１つの測定局を設置 
     当県 1,289 km2(H23.10.1) ÷ 25km2／地点 ＝ 51.6 地点 
   ※当県必要数 18.9 地点×1/6＝ ３地点 

 
 ・監視を行うことが望ましい高濃度固定発生源等 
  ○高濃度固定発生源に対する監視を行うことが望ましい測定地点の目安 
   事業所近傍（1km）において環境基準値等の 1/2 を超える可能性があると予想され 
  る場合、高濃度固定発生源から最大 5km 以内に測定地点を設定する。 
 
②属性情報の付与 

  ○「固定発生源」と判断するための排出の状況に係る要件 
   事業所近傍（1km）において環境基準値等の 1/10 を超える可能性があると予想され 
  る場合、その事業所を固定発生源とする。 
  ○「沿道」と判断する要件 

（参考）環境省による事務処理基準改正の概要 



 

   幹線道路の道路端から 20m 以内の測定地点。 
 

測定地点および測定物質の変更まとめ 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル

塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー

塩
化
メ
チ
ル

ク
ロ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム

水
銀
及
び
そ
の
化
合
物

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

ニ
ッ
ケ
ル
化
合
物

ヒ
素
及
び
そ
の
化
合
物

ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン

1
,2
-
ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

酸
化
エ
チ
レ
ン

ベ
リ
リ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

マ
ン
ガ
ン
及
び
そ
の
化
合
物

ベ
ン
ゾ
［
a］
ピ
レ
ン

ベ
ン
ゼ
ン

1
,3
-
ブ
タ
ジ
エ
ン

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

ト
ル
エ
ン

草津 草津局 一般環境 県 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

長浜 長浜局 一般環境 県 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

東近江 東近江局 一般環境 県 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

高島 一般環境 県 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

堅田（大津市） 堅田局 一般環境 県 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

平野（大津市） 一般環境 市 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

湖南 発生源 県 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

自排草津 自排草津局 沿道 県 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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県 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

○ ●

長浜 長浜局 全国標準 県 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

東近江 東近江局 全国標準 県 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

高島 全国標準 県 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

堅田（大津市） 堅田局

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

○ ●

湖南 地域特設 ○ 県 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

自排草津 自排草津局 地域特設 ○ 県 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

彦根 彦根局 地域特設 ○ 県 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

注）濃いセルは懸念事業所からの排出項目 ※VOCとして一括で測定できる項目：1,2,3,5,7,8,11,12,17,18,21
※アルデヒドとして一括して測定できる項目：19,20
※「六価クロム化合物」と「クロム及び三価クロム化合物」は、
　「クロム及びその化合物」として測定

現在の測定地点および測定物質

更新後の測定地点および測定物質（案）
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